
収縮期血圧 135㎜Hg以上
または

拡張期血圧   85㎜Hg以上
（日本高血圧学会：高血圧治療ガイドライン2004）
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放っておけない高血圧
　高血圧は生活習慣病の中で最もよく見られます
が、ほとんど症状がありません。放っておくと動脈
硬化が進み、脳卒中、心筋梗塞、腎不全や大動
脈瘤などの病気を引き起こします。
　一般的に血圧は年齢とともに上がるため、高齢
社会のわが国では高血圧が大きな問題になってい
ます。

「白衣高血圧」と「仮面高血圧」 
　血圧は人種や年齢、性別、季節などで異なり、
一日の中でも変動します。自分の血圧を正確に知
ることが治療の第一歩ですが、医療機関で血圧
を計った場合、緊張してふだんより高くなる「白衣
高血圧」、逆に医療機関で正常なのに、早朝や夜
間、あるいは昼間のストレスで高くなる「仮面高血
圧」などの現象が起こることも知られています。

ガイドラインで数値を明記－－活用したい家庭用血圧計
　そこで、手軽に測定できる家庭用血圧計が見直
されてきています。家庭では医療機関で計る場合
に比べてストレスが少ないので、一般にやや低め
の数値が出ることが知られており、 日本高血圧学
会「高血圧治療ガイドライン 2004」では、朝食前
に測定した血圧が、135/85㎜Hg 以上が高血圧と
明記されました。
　長期にわたって同じ
条件で計れるのが家庭
での血圧測定の長所で
すから、大いに活用し
ましょう。それらの記
録をもとに、かかりつ
けの医師と連絡をとり
ながら血圧を管理し、
生活習慣を見直してい
きたいものです。


